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多発 性 骨 髄 腫 の睾 丸転 移 の一 例
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TESTICULAR METASTASIS OF MULTIPLE  MYELOMA  : 

              A CASE REPORT
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   Shunji ISHIYAMA, Kentaro GoTO, Kazuhiko TozuKA 

               and Akihiko TOKUE 

       From the Department of Urology, Jichi Medical School 

                  Naohiro SHINOHARA 
       From the Department of Pathology, Jichi Medical School

   A 49-year-old man was admitted to our department with the complaint of right scrotal painless 
swelling in May 1986. The patient had been treated for multiple myeloma since November 1985. 
Right orchiectomy was performed under the diagnosis of malignant testicular tumor. The right 
scrotal mass was 5 x 7.5 x 3.5 cm in size. Histological dsagnosis was testicular metastasis of multiple 
myeloma. 
   Testicular metastasis of multiple myeloma is very rare and only 5 cases have been reported 
in the Japanese literature. The 6 cases including our case with testicular metastasis of multiple 
myeloma in Japan are reviewed. 

                                                      (Acta Urol. 35: 1617-1621, 1989) 
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緒 言

転移性睾丸腫瘍は稀な疾患である.な かでも,多 発

性骨髄腫の睾丸転移例はきわめて稀である.最 近われ

われは、多発性骨髄腫の治療中に右睾丸に転移を見た

症例を経験したのでここに報告する.

症 例

患者:K.S.49歳,男,会 社員

初診:1986年5月2日

主訴:右 陰嚢内容無痛性腫脹

家族歴=特 記すべきことなし

既往歴=1985年Il月,本 院血液内科において,多 発

性骨髄腫の診断にて入院治療を受けていた.

現病歴ll986年4月 頃より右陰嚢部の無痛性腫脹が

出現してきた.こ のため同年5月2日 血液内科 より紹

介 され 当科 を 受 診 した.

現 症:体 格 中等 度,栄 養 良 好,表 在 リンパ節 は 触

知せ ず,胸 腹 部 理 学 的 所 見に 異 常 な し.右 陰嚢 内容 は

超 鶏卵 大 に 腫 大 し,表 面不 整,弾 性 硬 で,可 動 性 は あ

り陰嚢 皮 膚 との 癒 着 は 認め ず,ま た 圧 痛,透 光 性 も認

め な い.左 陰 嚢 内 容,陰 嚢,前 立 腺 に は 異 常 は な い.

検査 成 績 血 液 検 査;RBC310×104mm3,WBC

4,300/mm3,Hb9.69/dl,Ht29.6%,血 小板26.4×

10`/mm3.血 液 生 化学 検 査;血 清 蛋 白8.69/dl,AIG

O.9,Alb47.1%,α13.7go6,α26.9%,β7.2タ6,γ2.4

%,Mprotein32.7%,GOT21mU/ml,GPTIO

mu/ml,AlP287mu/ml,LDH459mu/ml,BuN

l2mg/dLcr1.omg/dl,uA7・omg/dl,Nal39

mEq/l,K3.9mEq/l,Cllo7mEq/1,Ca8・9mg/dl,

P3.6mg/d[,ChEO.8ApH.

Tumormarker:HCG・180.lng/ml以 下,AFP
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long/m1以 下cEAl.72ng/mL

X線 学 的 検 査:胸 部 単 純 撮 影,KUB,異 常 な し.

右 陰 嚢部 超 音 波 検 査:右 睾 丸に 一 致 して 不均 一 な エ

コー パ タ ー ンを示 し,そ の 周 囲 に 一 部hypoechoicな

Fig・1.Scrotalechographyshowsheterogeneous
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部位を示す所見が認められる(Fig.1).

以上の所見より,睾 丸腫瘍の診断とし,同 年5月8

日右高位除睾術を施行した.

摘除標本 肉眼所見;5×7.5×3.5cm,睾 丸は全体

に硬く,そ の割面は灰白色を呈 し腫瘍の浸潤を示して

いた(Fig.2A,B).組 織学的所見;車 軸構造を うか

がわせる偏在する核,多 角形で核周の一部に明量をみ

る好塩基性で比較的広い胞体を持つ腫瘍細胞が,禰 漫

性密に増生し睾丸全体 に浸潤 して お り,myeloma

cellの 浸潤と診断された(Fig.3A,B).ま た精索に

も同様の腫瘍細胞が浸潤 して いた.さ らに抗IgG

抗体,抗 κ抗体を用いた免疫組織化学染色では,腫

瘍細胞はいずれの抗体に対しても陽性を示した.

術後経過:患 者は術後経過良好で5月26日 退 院した

が,同 年8月,右 下腹部に腫瘤が出現 し,精索断端部に

おけるmyeloma再 発 と診断 され た.cytoredution

を 目的として再入院の うえ手術を施行された,病 理組

織学的にmyelomacellの 浸潤が認められた.患 者は

1987年7月1日 より血液内科で同部位に5.600rad

放射線治療を行ない,さ らに同年5月 より γ一inter-

feronを 用 いて治療 したが治療の効果 なく,後 腹膜

難灘蕪
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灘灘

A

購

B

F五g.3A,B=Microscopicviewrevcalsdiffuse

myelomaCellsinvasiOnofteStiS.

(HEstain,A:×100,B:×400)



Tablc1.

小林,ほ か ・多発性骨髄腫 ・睾丸転移

TheIabolatory負ndingsinNovcmber

1985

1619

一般血液生化学検査

白血球8700/皿m3

赤血球228×104/mm3

Hb7.6g/d2

Ht22.7%

血小板9×104/mm3

血 沈19.9m皿

BUN33㎎/de

Cre3.Omg/de

Nal30mEq/1

K4.4mEq/1

CIlO3mEq/I

Ca11.6㎎/d乏

UA9.0㎎/d£

GOTl7mU/ml

GPT10mU/ml

骨髄 像:白 血 球 系

Blast

(unclassified)

Promye1Qcyte

Neutro

Myelocyte

Metamyelocyte

Bandcell

Segmentedcell

Eosinophils

immature

mature

赤 血 球 系

Pronormoblast

Basophilic

polychromatophilic

Orthochromic

1.2%

3.oe/o

10%

4%

7%

10.4%

O.8%

0,6%

0.2%

3.2%

0.8%

免疫泳動検査

TPll.5g/d2

alb35.3%

α12.5%

α25,8%

β5.2%

γ1.0%

M49.9%

Mprotein

(lgG一κtype)

Basophils

immature

matureO.2%

Monocyte--

Lymphocyte6.0%

plasmace1152.6%

にtumorinvasionが 出現 し,腎 不 全 とな り同 年11

月1日 呼 吸循 環 不 全 に て 死 亡 した.な お,1985年ll

月,当 院 血 液 内科 入 院 時 の 検 査 所 見(Tablel)で

は,血 清蛋 白分 画 に てM-proteinが 認 め られ,免 疫

泳 動 検査 に てIgG-ktypeと 同 定 され て い た.さ らに

骨髄 検査 に お い てplasmacellが52.6%認 め られ

multiplemyelomaの 診 断 の も と にmelphalan,

vincristine,carboquone,predonisoloneに よる化

学療 法 を施 行 し,高 カ ル シ ウ ム血 症,腰 痛 な どの症 状

は 一時 的 に は 改善 を みて い た,

考 察

骨髄腫は骨髄に形質細胞が腫瘍性に増殖す る病態

で,免 疫グロブリンの異常,骨 の変化などを主症状と

する悪性疾患である.本 症は原則的には骨髄を原発と

し,各 種 髄 外 病 巣へ 転 移す る もの と考 え られ て い る.

髄 外病 巣 へ の転 移 は 一般 に細 網 内皮 系 組 織 に 発生 しや

す く,肝 臓,脾 臓,リ ンパ節 が 多い と され て い る,わ

れ わ れ は,骨 髄 腫 の 睾 丸 転 移 の報 告 を 内 外 文 献 よ り38

例 を 集 計 しえ たが,33例 は 欧 米 に おけ る報 告 で あ り1-

!1).本 邦 の 報 告 例 は5例 の み で あ った(Table2)22-

26).し か しな が ら 「得L原 発 の骨 髄 腫 と して の症f列 が6

例報 告 され て お りこ こで は 別 に扱 った,本 邦 に お け る

症 例 が 少 な い理 由 と して は,ア ズリカ,英 国 な ど欧 米

諸国 に 比 較 して骨 髄 腫 の 本 邦で の 発生 率 が 低 い こ とが

考 え られ る.

わ れ わ れ が 集 計 しえた 報 告 例 は,い ず れ も骨髄 腫 の

経 過 中 また は 死 後剖 検 に て 見 出 され た もの で あ り,

testicularinvolvement,metastasis,infiltrationの

記 載 の あ った もの をす べ て 睾 丸 転移 と して ま とめ た.

自験 例 を含 む39例 に つ いて 臨 床 像 を 整理 す る と,つ ぎ

の よ うに な る,

発 症 年 齢 は,50歳 代 が最 も多 く15例 で,次 いで60歳

代,40歳 代 の 順 で あ る,本 邦 の 症 例6例 に つい て も同

様 の傾 向 で あ る(Table3).

患 側 は,右 側 が13例,両 側14例,左 側9例,不 明5

例 で あ る.し か しな が ら両 側 の 症 例 は剖 検 にて 診 断 の

確 定 した ものが 多 く,生 存 中,手 術 に よ り診 断 の 確 定

した 症 例 で も反 対 側 の睾 丸 に も微 小 な 転 移 巣 の あ る可

能 性 は否 定 で きな い.も し これ らの 症 例 に剖 検 が な さ

れ た な らば両 側 転 移 の頻 度 は もっ と高 くな る と思 わ れ

る.本 邦 症 例 にお い て も両 側 で あ った2例 は 剖検 がお

こな わ れ た症 例 で あ った.

一 般 に 骨髄 腫 は,臨 床 的 に孤 立性 骨 髄 腫,多 発性 骨

髄 腫,び 漫 性 骨髄 腫,形 質 細胞 性 骨 髄 腫,髄 外性 骨 髄

腫 の5型 に 分 類 され る.こ の うち髄 外 病 巣へ の 転 移 の

頻 度 は,多 発 性 骨髄 腫 に 多 い と され て い る.Hayes

ら1)は 文 献 的 に182例 の 多 発 性 骨髄 腫を 集計 し髄 外病

巣 の頻 度 を 検 討 した と こ ろ,肝 臓,脾 臓,リ ンパ節,

腎 臓,肺 の順 に 多 か った と述 べ て お りこ の うち睾 丸 の

髄 外病 巣 転 移 は5例(2.7%)で あ った.

骨髄 腫 の睾 丸 転 移 の経 路 につ い て は,原 発 巣が 骨髄

で あ る こ と,睾 丸 組 織 内 に血 管 内腫 瘍 塞栓 が 認 め られ

た症 例 もあ り,血 行 性 と考 え るの が 一般 的 で あ る.診

断 は 他 の転 移 性 睾 丸 腫瘍 との鑑 別が 必 要 とな る.本 邦

報告 例,6例 に お い て 骨髄 腫の 診 断 に い た る までに,

少 な くと も2例 に おい てseminomaやmalignant

gonadalstromaltumorの 診 断 を 受 け て い る.ま た

Levinら27)の 報 告 で も,確 定 診 断 に い た る ま で に

seminoma,embryonalcarcinomawlthseminoma,

malignantlymphoma,reticulumcellsarcoma
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Tablc2.CasesoftesticularmetastasisofmultiplemyelomainJapaneseliterature

症例 報告者(年度)年 齢 患側 腫瘤形成 診断M成 分 髄外病巣 治 療

1川 喜 多ら(1976)45左

2欄 ら(1976)61右

3吉 本 ら(1979)58右

4猪 狩 ら(1981)58両 側

5武 藤 ら(1981)53両 側

6自 験 例(1987)49=右

有

有

有

有

有

有

十

手術IgD
(λ)

手術

十

手 術IgG

(λ)

剖検

十

剖 検IgG

(κ}

十

手 術IgG
(π)

胸膜,肺,肝,胆 嚢
右尿管,右 腎,左 副睾 丸

前立 腺,膀 胱,左 睾丸

脾,睾 丸,皮 膚

vincrlstine,

cyclophosphamide

6MP,predonisolone

radiatjon

melphalan

predoniso置one

predonisolone

steroidhormone

「adiation

predonisolone
melphalan,vincristine

carboquone

Table3.Agedistributionoftest量cular

metastaSisOfmyel・ma

Age No.cases

一29

30-39

40-49

50-59

60-69

70-79

80-

Unkown

1

0

7

15

9

3

1

3

Total 39

る.

自験例においても診断確定後,寛 解増悪を繰 り返し

2年 後に腎不全にて死亡した,

結 語

49歳 男子に発生 した多発性骨髄腫の睾丸転移の一例

を報告 し,自 験例を含む42例 について臨床的考察を加

えた.

本症例 の要 旨は,第448回El本 泌尿器科学会東京地方会 に

おいて報 皆 した.

type,pleomorphicseminoma,な ど と診 断 され てい

た,典 型的 な 骨 髄 腫 の組 織 所 見 と して は 好塩 基 性 の 細

胞 質 を有 し,核 は 円形 な い し類 円 形 で綱 状,車 軸 状 の

構 造 を示 す.ま た 自験 例 の ご と くPAP法 に よる抗 γ

グ ロ ブ リ ン染 色 に よ り γ グ ロブ リ ンが 陽 性 とな る こ

と も診 断 の 参 考 とな る.さ らに病 理 所 見 以 外 に は血 清

単 クP一 ン性 γ グ ロブ リ ンの 増加 も参 考 と して 診 断す

べ きで あ る.

治 療 は,確 定 診断 す る意 味 か ら も高 位 除 睾 術 を 行

い,つ い で骨 髄 腫 に 対 す る化 学 療 法 を 行 う こ とが 必 要

で あ る.使 用 され る 抗腫 瘍 剤 と し て は ,cyclophos-

phamide・melphalan,が 有 効 で あ りそ の他predoni-

soloncやvincristineな ど も用 い られ て い る.自 験

例 は 血 液 内科 に お い てme】phalan,vincristine,car.

boquone,predonisolone,の 多剤 併 用 の 化 学療 法 が

施 行 され 症 状 の 寛 解 を え て い た.

予後 は 化 学 療 法 の 効 果に よる寛 解 期 闘 に よ り左右 さ

れ るが,一 般 に それ は きわ め て 不 良 で あ り,腫 瘍 死 以

外 に 腎 不 全,感 染 の合 併 な どに よ り平 均2年 で死 亡 す
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